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教育委員会第１０回定例会記録 

 

◇開会年月日 令和５年１０月２６日（木曜日）  午後 １時３０分開会 

       午後 ３時１３分閉会 

 

◇開催の場所 本庁舎４階 庁議室 

 

◇出席委員等  ５名 

教 育 長                宍 戸 健 悦 

委   員 （教育長職務代理者）     阿 部 邦 英 

委   員                梶 谷 美智子 

委   員                大 和 千 恵 

委   員                依 田 晴 美 

 

◇出席職員  事務局長                  鈴 木   憲 

事務局次長                 今 野 良 司 

事務局次長（教育・文化芸術振興担当）    工 藤 聖 子 

       教育総務課長                赤 坂 将 人 

学校再編推進室長              星     憲 

学校教育課長                福 田 光 一 

学校安全推進課長              佐々木   伸 

学校管理課長                土 田 順 平 

生涯学習課長                水 澤 秀 晃 

 

◇書  記  教育総務課長補佐              成 澤 和 彦 

教育総務課総務係長             平 塚 悦 子 

教育総務課主事               河 井 夏 月 
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◇付議事件 

一般事務報告 

  ・教育長報告 

  ・第２期石巻市教育振興基本計画実施計画 令和４年度実績と評価について 

 

審議事項 

・第３５号議案 石巻市教育委員会の組織等に関する規則及び石巻市立幼稚園園則の 

           一部を改正する規則 

・第３６号議案 石巻市教職員住宅の設置及び管理に関する規則等の一部を改正する 

        規則 

・第３７号議案 石巻市教育委員会文書取扱規程の一部を改正する訓令 

・第３８号議案 石巻市教育委員会公印規程等の一部を改正する訓令 

・第３９号議案 石巻市ハイスクールカウンセラー配置事業実施要綱等の一部を改正 

        する告示 

・第４０号議案 学校給食費の改定について 

 

その他 
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午後 １時３０分開会 

○宍戸健悦教育長 それでは、ただいまから令和５年第１０回定例会を開会いたします。 

 本日の会議ですが欠席委員はおりません。 

会議録署名委員の指名 

○宍戸健悦教育長 それでは、会議録署名委員の指名を行います。 

 本日の会議録署名委員は、阿部委員にお願いいたします。 

教育長報告 

○宍戸健悦教育長 それでは、本日の案件に入ります。 

本日の案件は、一般事務報告が２件、審議事項が６件、その他となっております。 

それでは、一般事務報告に入ります。 

初めに、私から報告をいたします。 

今月の学校・幼稚園の状況について報告をいたします。 

１０月に入り、小・中学校では学習発表会や文化祭を開催しております。今週末も小学校６

校、中学校８校で開催予定となっております。 

また、修学旅行については、ほとんどが１０月までに実施しており、来月は残りの小学校３

校が計画しているところとなっております。 

また、湊小学校では１０月１４日日曜日の午前中に学芸会を行い、午後から創立１５０周年

記念式典が開催され、教育委員会を代表して挨拶をしてまいりました。 

ほかには石巻小学校で１１月２５日土曜日に記念式典を予定しておりますが、そのほかの蛇

田、前谷地、鹿又の３つの小学校については運動会などの行事の場を活用するなど、さまざま

な形でお祝いをしております。 

児童生徒の新型コロナウイルス感染状況は小康状態にありますが、インフルエンザについて

は１０月中旬から特に増加しており、学年学級閉鎖が先週以降１週間で小学校１０校、中学校

１校で発生しており、今後とも感染状況を注視しながら基本的な感染予防対策を行ってまいり

ます。 

次に令和５年度宮城県教育委員会市町村教育委員会教育懇話会全体会議が、１１月１３日月

曜日宮城県庁において開催されます。今年も学力向上が主なテーマとなる予定となっておりま

す。内容につきましては、次回１１月の定例会で御報告いたします。 

次に先月開催されました市議会第３回定例会は、９月７日に開会し、９月２７日に閉会いた

しました。内容は令和４年度の決算の承認と条例案、補正予算などでありました。私からは環

境教育委員会での質疑内容並びに一般質問の内容について報告いたします。 

初めに、令和４年度決算について質疑があり、教育指導奨励費では適応指導教室の目的とす

る不登校児童生徒の社会的自立につながっているのかとの質疑があり、これまでの適応指導教

室では学校と同様に指導員が指導し、児童生徒が学校に復帰することを目的に取り組んできた

こと、今年度から学びサポートセンターを立ち上げており、学校以外で学べる場所の提供、児

童生徒ひとりひとりに合わせた居場所づくりを目的に運営を行っている旨、答弁をいたしまし

た。 

次に学校管理費の遠距離通学支援事業では、スクールバス等の利用と遠距離通学費補助金の
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受給を二重で受け取ることはないのかとの質疑があり、対象児童は路線バスの利用とスクール

バスの利用に分かれており、通学ルートも異なるため、重複して補助を受けることはない旨、

答弁をいたしました。 

次に学校建設費では須江小学校屋内運動場改築事業の進捗状況について質疑があり、工事発

注を終え、施工開始に向け体育用具の移動など準備を進めている旨、答弁をいたしました。 

また、避難所機能等改築で考慮する点について質疑があり、トイレの洋式化や段差の解消を

はじめとしたバリアフリー化などの改築にあたっては、多くの人が利用することを想定して整

備を進める旨、答弁をいたしました。 

次に社会教育施設管理費では社会教育体育施設等適正配置及び長寿命化計画について、スピ

ードを上げ具体的に進めていく考えについて質疑があり、第１期から第４期まで１０年ごとの

計画内容となっており、計画期間における各施設の修繕スケジュールをしっかり定め、関係部

局と協議しながら段階的に進めていきたい旨、答弁をいたしました。 

９月２７日の本会議で令和４年度一般会計、特別会計の決算は承認され、条例、補正予算等

も可決されました。 

次に２１日から行われました一般質問は２２名から通告があり、教育関係は９名からありま

したので、主な内容を申し上げます。震災伝承施設の市内小・中学校の利用状況についてであ

りますが、門脇小は２２件８４１人、大川小は３件５９人、今後１０校で見学予定となってお

り、担当部署と連携し活用を促進していく旨、答弁をいたしました。 

文化芸術の振興につきましては、多様化が進む文化芸術の指針となるよう石巻市文化芸術振

興基本方針を改定する。落語文化の振興のために、林家たい平師匠の定期的な落語会など進め

ていきたい旨、答弁をいたしました。 

桃生地区３小学校の統合については、令和６年度複式学級が見込まれる桃生小学校について

は、複式学級解消のための加配教員を県に要望すること、桃生中学校の劣化状況調査について

は、来年度調査できるよう準備を進める旨、答弁をいたしました。 

キャリア教育について、自分に合った進路選択ができるよう、発達段階に応じた教育計画に

基づいて指導していくこと。進路選択にあたっては、将来の自己実現のための進路を考えるこ

とができるよう指導していること。将来の不確実な時代を生きていく中で、なりたい自分を目

指し、主体的に生きる力を育成することが大切であり、そのための教育実践に取り組んでいる

旨、答弁をいたしました。 

個別最適な学びについては、ＩＣＴ活用のための教員の自主的な研修を行っており、関係機

関と連携し、様々な研修機会を活用した教員の指導力の向上に努めていること。これまでＭＬ

Ａで培った共同学習を活かして個別最適な学びと共同的な学びを進めていること。支援員やサ

ポートスタッフなどの協力を得ながら児童生徒の教育の充実へつながる働き方改革にも取り組

んでいく旨、答弁をいたしました。 

学校行政については、学期制について本市では長期休業を区切りとして日々の生活の流れに

応じた教育活動が展開しやすい３学期制を継続すること。通信表は児童生徒の学習の成果を本

人及び保護者に知らせ、学習意欲の向上を期待して実施していること。全小・中学校で教育面

談も実施しており、その上で評価の方法や通知方法については各学校が適切に進めていること。
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児童生徒ひとりひとりの主体的な意欲を引き出すことが最も重要で、そのための工夫が大切で

あると捉えていること。学校内のＡＥＤ設置場所については、ＡＥＤの適正配置に関するガイ

ドラインに基づいて体育館への設置見直しなどを含めて、適切な配置場所について学校と調整

を図る旨、答弁をいたしました。 

児童生徒の体力格差について、昨年度の結果では小５女子が県平均を上回ったものの、小５

男子と中２男女とも県及び国の平均を下回ったこと。肥満の割合も依然高い数字であったこと。

石巻市子供の体力向上プランを作成したところであり、改善に向けた取り組みについて重点的

に取り組んでいく旨、答弁をいたしました。 

学校の図書室の活用については、図書室を含めた特別教室は中学校では通常施錠しており、

学校司書や図書委員がいる時に開館していること。オープンスペース等での読書や友達とおし

ゃべりをするなど、有効に活用している学校もあることから読書の奨励とともに児童生徒にと

って居心地のよい学校の環境を整備していきたい旨、答弁をいたしました。 

一般質問の内容は以上であります。これで私からの報告を終わります。 

 それでは何か御質問ございませんか。よろしいですか。 

（「はい」との声あり。） 

「第２期石巻市教育振興基本計画実施計画 令和４年度実績と評価について」 

○宍戸健悦教育長 なければ次に、「第２期石巻市教育振興基本計画実施計画 令和４年度実

績と評価について」の報告を教育総務課長からお願いします。 

○赤坂将人教育総務課長 それでは「第２期石巻市教育振興基本計画実施計画 令和４年度実

績と評価について」御説明させていただきます。別冊１－１及び別冊１－２を御覧いただきま

す。 

 本市教育施策につきまして、令和５年１月に策定いたしました第２期石巻市教育振興基本計

画実施計画に基づき評価を実施することとしております。評価の実施にあたりましては、令和

４年度計画の進捗状況を把握するとともに、実効性のある施策の推進を図るため、令和４年度

計画のうち、準備期間のため事業実施を行わなかった１事業を除き、１１８の事務事業中１１

７事業について実績調査を行いました。各事務事業につきましては目標の達成状況や取組状況

等から事業担当課において評価を行い、その評価を踏まえながら各基本施策及び各施策目標の

評価を行っております。これから御説明させていただきます第２期石巻市教育振興基本計画実

施計画 令和４年度実績と評価の資料は、別冊１－１施策目標と基本施策及び別冊１－２事業

実績一覧の２冊となっております。 

 それでは資料の内容について御説明させていただきますので別冊１－１施策目標と基本施策

を御覧ください。はじめに資料の構成について御説明させていただきます。３ページから御覧

願います。３ページは各施策目標の評価と基本施策の評価を一覧にまとめたものでございます。  

４ページと５ページには実施計画で定めております重点取組事業の成果指標について、それ

ぞれ目標の達成状況を記載しております。７ページからは施策目標と基本施策の評価を５つの

施策目標ごとに記載しております。施策目標１は７ページから１８ページ、施策目標２は１９

ページから４０ページに、施策目標３は４１ページから４３ページ、施策目標４は４４ページ

から４９ページ、施策目標５は５０ページから５７ページとなっております。施策目標ごとの
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記載内容につきましては、はじめのページに評価の一覧を、次ページ以降には各基本施策の状

況について、最後の欄には数値化した施策目標に係る評価を記載しております。 

次に別冊１－２事業実績一覧を御覧願います。こちらの資料は事業ごとの実績と評価を記載

しております。１ページを御覧願います。上段と下段の枠内にそれぞれ事業を記載し、事業の

実施内容、活動指標及び成果指標の目標の達成状況と総合評価、事業の実施状況、取組の成果

及び評価の理由、事業を進める上での課題、今後に向けての改善策等を記載しております。続

いて各評価の表記方法について御説明させていただきます。 

別冊１－１、施策目標と基本施策にお戻りいただきまして２ページを御覧願います。○の１

つ目の事業の評価につきましては、事業ごとの活動指標及び成果指標を設定しておりますが、

その目標値に対して実績から割り出した達成率によりＡからＦの６段階で評価をしておりま

す。達成率１００％以上がＡ、８０％以上１００％未満をＢ、６０％以上８０％未満をＣ、４

０％以上６０％未満をＤ、４０％未満をＥ、実施できなかった場合をＦとしております。総合

評価につきましては指標の評価を踏まえながら事業全体の実施状況、取組の成果等から事業担

当課で総合的に勘案し、ＡからＦで評価を行っております。○の２つ目の基本施策の評価につ

きましては、各事業の総合評価から順調に進捗している場合を◎、おおむね順調に進捗してい

る場合を○、やや進捗が遅れている場合を△、進捗が遅れている場合を×として４段階で評価

しております。○の３つ目の施策目標の評価につきましては、各基本施策の総合評価と施策目

標内の「重点取組事業の指標」のうち、評価がＡまたはＢとなった指標の割合から基本施策の

総合評価と同じように、◎、○、△、×の４段階で評価しております。 

 続いて施策目標と基本施策の評価結果について御説明させていただきますので、７ページを

御覧願います。施策目標１「安全に安心して学べる教育環境整備の推進」には、５つの基本施

策があります。このうち◎順調に進捗していると評価したものは４つ、○おおむね順調に進捗

していると評価したものを１つ、△やや進捗が遅れていると評価したものと、×進捗が遅れて

いると評価したものはございませんでした。８ページから９ページに各基本施策の状況につい

て記載しておりますが説明は割愛させていただきます。９ページ最後の欄に記載の、施策目標

１の全体の評価については、５つ基本施策のうち、総合評価◎が４つ、○が１つ、７つの重点

取組事業の指標の評価において、評価ＡまたはＢの占める割合は１００％となっております。

以上により施策目標１の総合評価は◎で順調に進捗しているとしております。 

 次に、各基本施策の評価について御説明させていただきますので、１０ページを御覧願いま

す。施策目標１の基本施策１「教育環境の充実と学校施設整備の充実」につきましては、８事

業のうち、評価Ａが４事業、評価Ｂが４事業でございました。 

 これらの各事業の取り組みの成果及び評価の理由につきましては、１０ページ及び１１ペー

ジに記載しておりますが、説明については割愛させていただきます。 

 １１ページの最後の欄に記載の全体の評価については、基本施策１の総合評価は◎、順調に

進捗しているとしております。 

 なお、各指標の評価につきましては、別冊１－２事業実施一覧に記載がございますので、後

ほど御覧願います。 

 続きまして、１２ページを御覧願います。 
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 基本施策２「児童生徒の安全の確保」につきましては、６事業のうち、評価Ａが４事業、評

価Ｂが１事業、評価Ｃが１事業でございました。以上により、１３ページ全体の評価について

は、基本施策２の総合評価は◎、順調に進捗しているとしております。 

 続きまして、１４ページを御覧願います。 

 基本施策３、学習機会の平等につきましては、５事業のうち、評価Ａが３事業、評価Ｂが１

事業、評価Ｃが１事業でございました。以上により、１５ページ全体の評価について、基本施

策３の総合評価は○、おおむね順調に進捗しているとしております。 

 続きまして、１６ページを御覧願います。 

 基本施策４、教職員の資質能力の向上につきましては、６事業のうち、評価Ａが３事業、評

価Ｂが３事業でございました。以上により、１７ページの最後の欄の記載の全体の評価につい

ては、基本施策４の総合評価は◎、順調に進捗しているとしております。 

 続きまして、１８ページを御覧願います。 

 基本施策５「小・中学校の適正規模と適正配置の充実」につきましては、２事業とも、評価

Ａでございました。以上により、全体の評価につきましては、基本施策５の総合評価は◎、順

調に進捗しているとしております。 

 次に施策目標２の評価結果につきまして御説明させていただきますので、１９ページを御覧

願います。 

 施策目標２「社会を生き抜く力を育てる学校教育の充実」は、９つの基本施策がありますが、

◎順調に進捗していると評価したのは３つ、○おおむね順調に進捗していると評価したものが

６つ、△やや進捗が遅れていると評価したものと、×進捗が遅れていると評価したものはござ

いませんでした。 

 ２０ページから２２ページに、各基本施策の状況について記載しておりますが、説明は割愛

させていただきます。 

 ２２ページ下段に記載の、施策目標２の全体の評価については、９つの基本施策のうち、総

合評価◎が３つ、○が６つ、２０の重点取組事業の指標の評価について、評価ＡまたはＢを占

める割合が９０％となっており、施策目標２の総合評価は、○のおおむね順調に進捗している

としております。 

 次に、各基本施策の評価について、御説明させていただきますので、２３ページを御覧願い

ます。 

 施策目標２の基本施策１「確かな学力の向上」につきましては、８事業のうち評価Ａが５事

業、評価Ｂが３事業でございました。以上により２４ページ基本施策１の全体の評価は◎順調

に進捗しているとしております。 

 続きまして、２５ページを御覧願います。 

 基本施策２「豊かな心の育成」につきましては、７事業のうち評価Ａが２事業、評価Ｂが３

事業、評価Ｃが１事業、評価Ｆが１事業でございました。以上により、２６ページ基本施策２

の全体評価は○おおむね順調に進捗しているとしております。 

 続きまして、２７ページを御覧願います。 

 基本施策３「健やかな体の育成」につきましては、９事業のうち評価Ａが６事業、評価Ｂが
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３事業でございました。以上により、２８ページ基本施策３の全体の評価は◎、順調に進捗し

ているとしております。 

 続きまして、２９ページを御覧願います。 

 基本施策４「現代社会に対応した教育の推進」につきましては、７事業のうち評価Ａが１事

業、Ｂ評価が５事業、Ｃ評価が１事業でございました。以上により、３０ページ基本施策４の

全体の評価は○、おおむね順調に進捗しているとしております。 

 続きまして、３１ページを御覧願います。 

 基本施策５「特別支援教育の充実」につきましては、４事業のうち評価Ａが２事業、評価Ｂ

が１事業、評価Ｆが１事業でございました。以上により、３２ページ基本施策５の全体評価は

○、おおむね順調に進捗しているとしております。 

 続きまして、３３ページを御覧願います。 

 基本施策６「不登校児童生徒対策の充実」につきましては、４事業のうち１事業が令和４年

度は準備期間のため事業未実施で３事業の評価となり、評価Ａが１事業、評価Ｂが２事業とな

っております。以上により、３４ページ基本施策６の全体評価は○、おおむね順調に進捗して

いるとしております。 

 続きまして、３５ページを御覧願います。 

 基本施策７「定住外国人の児童生徒への支援の充実」につきましては、２事業のうち評価Ａ

が２事業でございました。以上により、基本施策７の全体の評価は◎、順調に進捗していると

しております。 

 続きまして、３６ページを御覧願います。 

 基本施策８「幼児教育の充実」につきましては、１３事業のうち評価Ａが５事業、評価Ｂが

４事業、評価Ｃが２事業、評価Ｄが１事業、評価Ｆが１事業でございました。以上により、３

８ページ基本施策８の全体の評価は○、おおむね順調に進捗しているとしております。 

 続きまして、３９ページを御覧願います。 

 基本施策９「高校教育の充実」につきましては、４事業のうち評価Ａが１事業、評価Ｂが２

事業、評価Ｃが１事業でございました。以上により、４０ページ基本施策９の全体評価は○、

おおむね順調に進捗しているとしております。 

 次に施策目標３の評価結果につきまして御説明させていただきますので、４１ページを御覧

願います。 

 施策目標３「いのちを守る防災教育の推進」は、１つの基本施策がございますが、◎順調に

進捗していると評価しております。 

 ４２ページに記載の各基本施策の状況については、説明は割愛させていただきます。 

 施策目標３の全体の評価については、１つの基本施策が総合評価◎である。１つの重点取組

事業の指標の評価においては、評価ＡまたはＢの占める割合は１００パーセントとなっており、

以上により、施策目標３の総合評価は◎、順調に進捗しているとしております。 

 次に基本施策の評価について御説明させていただきますので、４３ページを御覧願います。 

 施策目標３の基本施策１「防災教育の推進」につきましては、２事業とも評価Ａでございま

した。以上により、基本施策１の総合評価は◎、順調に進捗しているとしております。 



- 9 - 

 

 次に施策目標４の評価結果について御説明させていただきますので、４４ページを御覧願い

ます。 

 施策目標４「地域ぐるみで子どもを育てる教育活動の推進」には３つの基本施策がございま

すが、このうち◎順調に進捗していると評価したものは１つ、○おおむね順調に進捗している

と評価したものが２つでございました。４５ページに記載の各基本施策の状況については、説

明を割愛させていただきます。 

 施策目標４の全体評価については、３つの基本施策のうち総合評価◎が１つ、○が２つ。３

つの重点取組事業の指標の評価においては、評価ＡまたはＢの占める割合が１００パーセント

となっており、以上により、施策目標４の総合評価は○のおおむね順調に進捗しているとして

おります。 

 次に各基本施策の評価についての御説明をさせていただきますので、４６ページを御覧願い

ます。 

 施策目標４の基本施策１「家庭の教育力の向上」につきましては、３事業すべてが評価Ａで

ございました。以上により、基本施策１の全体の評価は◎、順調に進捗しているとしておりま

す。 

 続きまして４７ページを御覧願います。 

 基本施策２「地域との連携・協働の強化」につきましては、５事業のうち評価Ａが１事業、

評価Ｂが２事業、評価Ｃが２事業でございました。以上により、４８ページ基本施策２の全体

評価は○おおむね順調に進捗しているとしております。 

 続きまして４９ページを御覧願います。 

 基本施策３「開かれた学校づくりの推進」につきましては、２事業のうち評価Ｂが２事業で

ございました。以上により、基本施策３の全体の評価は○、おおむね順調に進捗しているとし

ております。 

 次に施策目標５の評価結果について御説明させていただきますので、５０ページを御覧願い

ます。 

 施策目標５「豊かな地域社会を育む生涯学習の推進」については、３つの基本施策がござい

ますが、このうち○おおむね順調に進捗していると評価したものは２つ、△やや進捗が遅れて

いると評価したものは１つございました。 

５１ページの各基本施策の状況について記載しておりますが、説明は割愛させていただきま

す。 

 施策目標５の全体の評価については、３つの基本施策のうち、総合評価○のおおむね順調に

進捗しているが２つ、△のやや進捗が遅れているが１つ。５つの重点取組事業の指標の評価に

おいて、評価ＡまたはＢの占める割合は８０パーセントとなっており、以上により、施策目標

５の総合評価は△、やや進捗が遅れているとしております。 

 次に各基本施策の評価について御説明させていただきますので、５２ページを御覧願います。 

 施策目標５の基本施策１「生涯学習の推進」につきましては、８事業のうち評価Ａが３事業、

評価Ｂが３事業、評価Ｃが２事業でございました。以上により、５３ページ基本施策１の全体

の評価は○、おおむね順調に進捗しているとしております。 
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 続きまして５４ページを御覧願います。 

 基本施策２「文化芸術活動の推進」につきましては、６事業のうち評価Ａが１事業、評価Ｂ

が３事業、評価Ｃが１事業、評価Ｄが１事業でございました。以上により、５５ページ基本施

策２の全体の評価は○、おおむね順調に進捗しているとしております。 

 続きまして５６ページを御覧願います。 

 基本施策３「郷土への理解と伝統・文化の保存及び継承」につきましては、７事業のうち評

価Ａが３事業、評価Ｃが２事業、評価Ｄが１事業、評価Ｆが１事業でございました。以上によ

り、５７ページ基本施策３の総合評価は△、やや進捗が遅れているとしております。 

 以上が第２期石巻市教育振興基本計画実施計画の施策目標、基本施策の評価となります。な

お各事業の詳細な実施状況、評価等については、別冊１－２事業実施一覧のとおりでございま

すが、説明は割愛させていただきます。 

 御報告させていただきました令和４年度の実績と評価を踏まえ、各担当課において、適宜、

指標や目標値の見直しを行うとともに、委員の皆様から御意見をいただき、反映させていきた

いと思っております。 

 以上で説明を終わります。 

○宍戸健悦教育長 はい。大変たくさんありがとうございました。それではただいまの報告に

対して御質問ありませんか。梶谷委員。 

○梶谷美智子委員 はい。第２期教育振興基本計画は令和４年度の実績についての評価です

が、令和３年度の類似の基本施策の評価と比較したところ、評価が上がっている項目が多く、

年々事業が適切に進められていると感じました。 

別冊１－２事業実績一覧の３０ページと３１ページの基本施策４「現代社会に対応した教育

の推進」の中の５７番社会参画の意識を育む教育の推進事業と５８番キャリア教育推進事業で

すが、成果指標の人の役に立つ人間になりたいと思っている生徒の割合Ａ、キャリア教育にお

いて将来の夢や目標を持っている中学生の割合もＡの部分に目が留まりました。以前から日本

の児童生徒は自己肯定感が低いと言われることがありますが、この評価を見ると、心の教育や

様々な体験活動また授業が順調に進められているという一つの指標になっているのではないか

と思いました。 

２９ページの基本施策４ですが、タブレット端末や電子黒板等を使った授業はよくわかりま

すかという問いに対し、よくわかると答えた児童生徒の割合がＣ評価という点が少し気になり

ました。今年度はさらに授業の中でもタブレット端末を有効に使い教育活動に取り組んでいる

と認識しておりますが、中にはタブレット端末等の活用が十分進んでいない学校があるのでは

ないかと危惧しています。今年度の活用状況について教えていただきたいと思います。 

○宍戸健悦教育長 タブレット等の活用状況について、学校教育課長。 

○福田光一学校教育課長 はい。タブレットについてはここ３年、各学校においても様々なア

イディアを出して活用しています。一番多い活用方法はＣｌａｓｓｒｏｏｍです。先生が課題

を配信し児童生徒がタブレットを使って課題を提出するという使い方が一番多い活用方法で

す。昨年度までは、タブレットを使う必要がないにもかかわらず、タブレットを使うことがメ

インになってしまったという場面がみられました。今年度、全国学力学習状況調査において成
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績上位の学校について調査すると、授業の後半にタブレットドリルを有効活用する取り組みを

行っている学校が、学力調査の成績も上がっていることがわかりました。当教育委員会として

も、１時間の授業の前半１０分で説明し、その後１５分間児童生徒が自分で考え、その後はタ

ブレットを使って児童生徒が主体的に勉強するというモデルを、指導主事が各学校を回り先生

方に校内研究で示し、また算数の単元の授業モデルを使い、各学校の教科等指導員といわれる

地区にいる先生方と一緒に、学校に提示するという働きかけを行っています。タブレットをい

かに効果的に使うかが、これからの課題になると思っています。成功事例を市全体に広げ、そ

の活用を更に広めるとともに、新しいアイディアも入れていきたいと考えています。以上です。 

○梶谷美智子委員 ありがとうございます。 

石巻は小・中学校の数が多いですから、タブレットの利活用に限らず、例えば各地区間・学

校間で授業を参観し合う、合同で研究会を開催するなどの取り組みは行っているのでしょうか。 

○宍戸健悦教育長 各地区の状況について、学校教育課長。 

○福田光一学校教育課長 校長会をベースに８地区に分け、各地区に必ず１人は教科等指導員

を配置しています。教科等指導員が行う授業を地区内の小・中学校の先生方が参観する、また

は教科等指導員が校内研究に出向いて授業の進め方をレクチャーするという取り組みを行って

います。河北地区や雄勝地区の中学校の中には担当教員が一人という学校もかなり多く、校内

に数学のモデルになる先生が不在ということで、地区内の例えば雄勝、飯野川、北上、河北の

中学校の数学の先生が集まって授業研究会を開催し教員のスキルアップを図る取り組みを実施

しているところもございます。 

○梶谷美智子委員 はい、今御説明いただいた取り組みを進め、全市で教員の指導力向上を目

指すということなのですね。ありがとうございました。 

○宍戸健悦教育長 昨年は、先生によってタブレットの活用状況にばらつきがありましたが、

様々な活動を通して先生方が少しずつスキルアップし、授業に活用できるように改善や取り組

みがされてきている状況でございます。今後に大いに期待したいところであります。 

 ではほかにございませんか。 

○梶谷美智子委員 よろしいでしょうか。 

○宍戸健悦教育長 はい、梶谷委員さん。 

○梶谷美智子委員 ４年度の実績とは別な件なのですが、３５ページの６５番適応指導教室運

営事業の事業を進める上での課題の欄に、対応する人員の不足が課題と書かれています。 

 先日、２学期になり学びサポートセンターを利用する児童生徒が増え、指導員も手いっぱい

で大変だという話を伺いました。指導員を増やすことはできないのかと、今年度に関わること

で申し訳ないのですけど、伺いたいです。 

○宍戸健悦教育長 はい、学校教育課長。 

○福田光一学校教育課長 はい、御指摘のとおり人手不足であることと、昨年度と比較して利

用する児童生徒数が倍増しているためセンターが手狭になってきていることを含め、指導員の

方々もどうしようかと悩みを抱えていました。来年度からサテライト方式を実施できないかと

思い、地区ごとに公民館の一室を借りて、週に１回でも出張型のセンターが開設できないかと

考えています。指導員を増員するため予算要求をと思うのですが、全体図のバランスを考える
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と、すぐに予算が付く状況ではないと思われることから、工夫が必要と考えています。 

また、現在配置されている指導員は、教員を引退したＯＢ・ＯＧの方々ですが、今後、フリ

ースクールの職員との連携も考えていきたいと思っています。いずれ予算が絡むことなので、

いろいろな方策を考えているところです。 

○宍戸健悦教育長 今年は本当にいろいろな活用、相談も増えており、非常に良いことだと思

っています。サテライト方式については、いろいろ工夫しながら考えて、同じ人員でより多く

の児童生徒に細かく対応できるような方策を検討していただいているところです。 

○梶谷美智子委員 ありがとうございました。 

○宍戸健悦教育長 ほかにございませんか。 

○大和千恵委員 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい、大和委員さん。 

○大和千恵委員 はい。資料別冊１－２の４２ページの７９番地域子育て支援事業の総合評価

がＤとなっています。アンケートを実施していなかったため評価ができずＤ評価との説明でし

たが、コロナ禍の影響で実施しなかったのか、毎年実施できてないのか、教えていただければ

なと思います。 

○赤坂将人教育総務課長 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい、教育総務課長。 

○赤坂将人教育総務課長 はい、市が実施している市民意識アンケート調査の中に含めたかっ

たのですが、入れることができずに実施できなかったものです。 

○大和千恵委員 分かりました。各地区の支援センターの利用者にアンケートを取るなど、何

かできることあるのではないかと思います。 

○赤坂将人教育総務課長 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい、教育総務課長。 

○赤坂将人教育総務課長 はい、そうですね。この時は時間がなく、そのような発想が出てき

ませんでした。委員がおっしゃるとおり、利用者にアンケート調査を実施することはできると

思います。今後のアンケート手法は考えて検討していきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○大和千恵委員 はい。よろしくお願いします。 

○宍戸健悦教育長 ７９番地域子育て支援事業の総合評価は、内容がＤということではなく、

判定できないためＤにしたということなので、今後はアンケート等も含めて工夫をして、本当

に内容がどうであったかということが見えるようにしていきたいと思います。 

○大和千恵委員 ありがとうございました。もう１点。 

○宍戸健悦教育長 はい、大和委員さん。 

○大和千恵委員 はい、学校教育は、おおむねコロナの影響で実施できなかった部分の高評価

をしているところがあると思うのですが、おおむねＡやＢの良い評価が出ているということと、

公民館事業や施策目標５の後半の事業実施内容ではＢやＣが少し多くみられるなというところ

で、人手不足や資金面などにより、調査は実施したが工事までに至らなかったのかと思ったの

ですが、教えていただければと思います。 
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○宍戸健悦教育長 これは、生涯学習課関係ですね。 

○大和千恵委員 はい、教会の復元の事業などです。 

○宍戸健悦教育長 具体的に示していただけますか。 

○大和千恵委員 ６０ページ、６１ページに記載のあるＣやＤの部分です。 

○宍戸健悦教育長 では、別冊１－２の事業実績一覧の６０ページ、６１ページ、その評価の

状況について、どうでしょうか。はい、生涯学習課長。 

○水澤秀晃生涯学習課長 はい。お答えいたします。６１ページ１１５番の旧石巻ハリストス

正教会教会堂復元事業がＤとなっています。現在、整備工事を実施しており連動させる形で補

助金を取りに行くという進め方になっております。来年度は外構工事や修復工事に着手する予

定となっております。４年度に関しては段取りがまだつかなかったということです。 

６０ページ１１３番の博物館のコレクションの全体像把握のための調査活動ですが、コレク

ション全体がかなりの点数になっており、システムに１つ１つを組み入れてデータ化する作業

に時間がかかります。また、年３回から４回開催している企画展や特別展にも注力しなければ

ならない状況もあることから、なかなか進捗していないところはございますけれども、来年度

はもう１人学芸員を確保できると思っており、進捗が変わってくるだろうと期待しておるとこ

ろでございます。 

○大和千恵委員 ありがとうございました。 

○宍戸健悦教育長 コレクションの全体像は１００，０００点ともそれ以上ともいわれていま

す。書簡３，１５０点、考古資料１，９８７点など、かなりの点数を処理しているのですが、

全体の点数がものすごく大きいので、進捗率という意味では時間がかかっているという状況だ

と私は認識しています。今後、少しずつでも人員を増やしながら進めていこうかというところ

です。よろしいでしょうか。 

○大和千恵委員 はい、ありがとうございます。 

○宍戸健悦教育長 ほかございますか。よろしいですか。 

○阿部邦英委員 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい、阿部委員さん 

○阿部邦英委員 はい、ただいま報告いただきました実績と評価ですが、石巻市教育の大変大

事なものである防災教育の関係が◎というのは非常に安心しております。 

 もう１点ですが、先ほど学校教育課長からお話があったように、タブレットの使い方につい

ては、どの場面で使うかということが非常に大事だと思います。教材研究をしっかり行い、活

用方法をきちんと押さえておく必要があると思います。最初に手始めに算数科から行っていく

のが一番わかりやすいのではないかと思います。 

学校教育課長から御説明がありましたが、タブレットをどこで使うか、どういう場面で使う

かについて、各学校で研修を実施して欲しいと思います。よろしくお願います。以上です。 

○宍戸健悦教育長 タブレットは使うことが目的ではないことから、どの場面で活用すること

が一番効果的なのか、今後、研究をしていきたいと思います。 

ではよろしいですか。 

（「はい」との声あり） 
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第３５号議案「石巻市教育委員会の組織等に関する規則及び石巻市立幼稚園園則の一

部を改正する規則」 

第３７号議案「石巻市教育委員会文書取扱規程の一部を改正する訓令」 

○宍戸健悦教育長 それでは次に審議事項に入ります。第３５号議案「石巻市教育委員会の組

織等に関する規則及び石巻市立幼稚園園則の一部を改正する規則」及び第３７号議案「石巻市

教育委員会文書取扱規程の一部を改正する訓令」は、関連がありますので一括議題として審議

したいと思いますがよろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

○宍戸健悦教育長 それでは第３５号議案及び第３７号議案については一括して審議をいた

します。教育総務課長から説明をお願いします。 

○赤坂将人教育総務課長 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい、教育総務課長。 

○赤坂将人教育総務課長 はい。ただいま一括上程されました、２議案について御説明申し上

げます。この度の改正は民間認定こども園の開設に伴い、石巻市立稲井幼稚園を令和６年３月

３１日をもって廃止することから、同幼稚園について規定しております関係規則及び規程を改

正するものです。初めに第３５号議案「石巻市教育委員会の組織等に関する規則及び石巻市立

幼稚園園則の一部を改正する規則」について御説明申し上げます。 

 表紙番号１の１ページ、あわせて表紙番号２「規則等新旧対照表」の１ページを御覧願いま

す。 

 第１条は石巻市教育委員会の組織等に関する規則の改正でありまして、第２０条第１号では

幼稚園の名称及び位置を規定しておりますが、この第２０条第１号幼稚園の表から石巻市立稲

井幼稚園を削除するものです。 

第２条は、石巻市立幼稚園園則の改正でありまして、第２条では、幼稚園の定員及び編制を

規定しておりますが、この第２条の表から石巻市立稲井幼稚園を削除するものです。 

次に附則でございますが、本規則の施行期日を令和６年４月１日とするものです。 

 次に第３７号議案「石巻市教育委員会文書取扱規程の一部を改正する訓令」について御説明

申し上げます。表紙番号１の４ページ、あわせて表紙番号２「規則等新旧対照表」の９８ペー

ジを御覧願います。 

 第６条は条文の整理をするものです。次に別表の改正でありますが、教育委員会の各課等の

文書記号を定めている別表から、石巻市立稲井幼稚園を削除するものです。 

 次に附則でありますが、本訓令の施行期日を令和６年４月１日とするものです。ただし、第

６条の改正は、条文の整理でありますので、令和５年１０月２６日から施行するものです。 

 以上でございます。よろしく御審議賜りますようお願いいたします。 

○宍戸健悦教育長 ただいまの説明に対して、御質問はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○宍戸健悦教育長 よろしいでしょうか。ではないようでしたら第３５号議案「石巻市教育委

員会の組織等に関する規則及び石巻市立幼稚園園則の一部を改正する規則」及び第３７号議案

「石巻市教育委員会文書取扱規程の一部を改正する訓令」は、原案のとおり決することとして

よろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 
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○宍戸健悦教育長 異議がありませんので、第３５号議案及び第３７号議案については、原案

のとおり可決いたします。 

第３６号議案「石巻市教職員住宅の設置及び管理に関する規則等の一部を改正する規

則」 

第３８号議案「石巻市教育委員会公印規程等の一部を改正する訓令」 

第３９号議案「石巻市ハイスクールカウンセラー配置事業実施要綱等の一部を改正す

る告示」 

○宍戸健悦教育長 次に第３６号議案「石巻市教職員住宅の設置及び管理に関する規則等の一

部を改正する規則」、第３８号議案「石巻市教育委員会公印規程等の一部を改正する訓令」及び

第３９号議案「石巻市ハイスクールカウンセラー配置事業実施要綱等の一部を改正する告示」

は、関連がありますので、一括議題として審議したいと思いますがよろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

○宍戸健悦教育長 それでは第３６号議案、第３８号議案及び第３９号議案については一括し

て審議いたします。教育総務課長から説明をお願いします。 

○赤坂将人教育総務課長 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい、教育総務課長。 

○赤坂将人教育総務課長 それでは、ただいま一括上程されました３議案について御説明申し

上げます。 

 本市では令和３年１月に策定した「行政手続に関する押印・書面規制等の見直し指針」によ

り、デジタル時代に向けた規制・制度の見直しの一環として、個人及び事業者が行う行政手続

において、利便性の向上と簡素化のため、各種申請書等の氏名欄の押印について見直しを進め

ており、令和３年石巻市教育委員会第７回定例会において、関係規則等の改正を御審議いただ

き、承認をいただいたところでございます。 

 本議案は本年３月２８日付け総務部長通知により、「行政手続に関する押印・書面規制等の見

直し指針」が改定されたことに伴い、これまで市民の利便性向上のために実施した押印見直し

を、効果的で効率的な行政サービス等を推進するため、内部手続の慣例的な押印の廃止に加え、

書面及び対面の規制を見直すこととされたことから、教育委員会においても同様の見直しを行

い、関係規則等の改正を行うものです。 

 それでは改正内容について御説明いたします。 

 初めに第３６号議案「石巻市教職員住宅の設置及び管理に関する規則等の一部を改正する規

則」について御説明いたしますので、表紙番号１の２ページから３ページまで、あわせて表紙

番号２「規則等新旧対照表」の２ページから９７ページを御覧願います。 

 本議案は押印等の見直しに伴い、７つの教育委員会規則の改正を一括して行うものです。 

 第１条は「石巻市教職員住宅の設置及び管理に関する規則」の改正でありまして、様式第１

０号「教職員住宅り災等報告書」の押印を廃止し、文言を整理するものであります。 

 第２条は「石巻市学校教育法施行細則」の改正でありまして、様式第１３号など４様式につ

いて押印を廃止するものであります。 

 第３条は「石巻市立学校の管理に関する規則」の改正でありまして、様式第１号の押印を廃
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止するものであります。 

 第４条は「石巻市立学校等の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する規

則」の改正でありまして、様式第１号など２５様式の押印を廃止し、文言を整理するものであ

ります。 

 第５条は「石巻市奨学金貸与条例施行規則」の改正でありまして、様式第１号など６様式の

押印を廃止し、文言を整理するものであります。 

 第６条は「東日本大震災に伴う石巻市奨学金貸与の停止等の特例に関する規則」の改正であ

りまして、様式第１号の押印を廃止し、文言を整理するものであります。 

 第７条は「東日本大震災に伴う石巻市震災奨学金給付条例施行規則」の改正でありまして、

様式第１号の押印を廃止するものでございます。 

 次に、附則でありますが、本規則は令和５年１１月１日から施行するものであります。 

 次に、第３８号議案「石巻市教育委員会公印規程等の一部を改正する訓令」について御説明

いたしますので、表紙番号１の５ページから１６ページ、あわせて表紙番号２「規則等新旧対

照表」の１００ページから１４５ページを御覧願います。 

 本議案は、押印等の見直しに伴い、７つの教育委員会訓令の改正を一括して行うものです。 

 第１条は「石巻市教育委員会公印規程」の改正でありまして、様式第２号など４様式の押印

を廃止するものであります。 

 なお今回の新たな方針では、押印廃止を求めるものとして、慣例により求める押印、認印に

よる押印、印影の照合を行わない登記印、登録印による押印としており、起案者等の押印は、

見直しの対象とされていないことから、様式第２号等４様式の一部の押印については、見直し

の対象外となっております。 

 第２条は、「石巻市教育委員会職員の出勤記録等管理規程」の改正でありまして、様式第２号

の押印を廃止するものであります。 

 第３条は、「石巻市教育職員レクリエーション実施要領」の改正でありまして、様式第１号な

ど４様式の押印を廃止するものでありますが、様式第１号及び様式第２号については、一部の

押印が見直しの対象外となっております。 

 第４条は、「石巻市立学校の修学旅行実施基準」の改正でありまして、様式第１号及び様式第

２号の押印を廃止するものであります。 

 第５条は、「宮城県教育委員会から派遣された非常勤職員の取扱いに関する要綱」の改正であ

りまして、様式第１号など４様式の押印を廃止するものでありますが、一部の押印が見直しの

対象外となっております。 

 第６条は、「石巻市立小中学校学校徴収金事務取扱規程」の改正でありまして、様式第３号の

押印を廃止し、文言の整理をするものであります。 

 第７条は、「石巻市立高等学校の授業料口座振替実施要綱」の改正でありまして、様式第４号、

第５号、第７号及び第８号の４様式の押印を廃止し、文言を整理するとともに、様式第９号、

第１０号及び第１２号の文言を整理するものであります。 

 次に附則でございますが、本訓令は、令和５年１１月１日から施行しようとするものです。  

 次に第３９号議案「石巻市ハイスクールカウンセラー配置事業実施要綱等の一部を改正する
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告示」について、御説明いたします。 

 表紙番号１の１７ページ、併せて表紙番号２、規則等新旧対照表の１４６ページから１５１

ページまでを御覧願います。 

 本議案は、押印の見直しに伴い、３つの教育委員会告示の改正を一括して行うものです。 

 第１条は、「石巻市ハイスクールカウンセラー配置事業実施要綱」の改正でありまして、別記

様式の押印を廃止するものであります。 

 第２条は、「石巻市立学校体育施設開放実施要綱」の改正でありまして、様式第１号の押印を

廃止し、文言を整理するものであります。 

 第３条は、「石巻市放課後子ども教室推進事業実施要綱」の改正でありまして、様式第１号の

押印を廃止し、文言を整理するものであります。 

 次に附則でございますが、本告示は、令和５年１１月１日から施行しようとするものです。 

 以上でございます。 

 よろしく御審議賜りますようお願いいたします。 

○宍戸健悦教育長 はい。それでは、ただいまの説明に対して、御質問ございませんか。 

○依田晴美委員 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい。依田委員さん。 

○依田晴美委員 表紙番号２の１０９ページ、勤務状況報告書の公印の廃止についてお話にな

っていましたが、先生方の勤務状況はタイムカードで管理しているのでしょうか。 

 長時間の勤務にならないように、配慮していくべきかと思います。 

○宍戸健悦教育長 先生方の勤務状況の管理について、学校教育課長。 

○福田光一学校教育課長 はい。２学期から各学校にタイムカードを導入しまして、出勤と退

勤の時間管理をしております。学校によっては、タブレットのＧｏｏｇｌｅフォームで出勤、

退勤を管理しています。客観的に時間を管理できる方法を現在は採っております。 

○依田晴美委員 はい。その方がよろしいかと思います。 

○宍戸健悦教育長 よろしいですか。 

○依田晴美委員 はい。 

○宍戸健悦教育長 今、教員の在校時間について議論をしているところで、勤務時間管理方法

については、より客観的な把握ができる方策を検討しているところであります。よろしいでし

ょうか。 

○依田晴美委員 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい。では、そのほかございませんか。 

○梶谷美智子委員 はい。 

○宍戸健悦教育長 梶谷委員さん。 

○梶谷美智子委員 はい。第３９号議案ハイスクールカウンセラー配置事業実施要綱等の一部

を改正する告示１４６ページの様式の相談内容別相談件数の表示について、縦書きとした方が

読みやすいのではないでしょうか。 

○赤坂将人教育総務課長 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい、教育総務課長。 
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○赤坂将人教育総務課長 はい。こちらは改正の対比のために出したデータですが、本来の様

式は縦書きになっております。紛らわしい表示で大変申し訳ありませんでした。 

○梶谷美智子委員 いえ、ありがとうございました。 

○宍戸健悦教育長 そのほか、ございませんか。 

（発言する者なし） 

○宍戸健悦教育長 よろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

 それでは、ないようでしたら、第３６号議案「石巻市教職員住宅の設置及び管理に関する規

則等の一部を改正する規則」、第３８号議案「石巻市教育委員会公印規程等の一部を改正する訓

令」及び第３９号議案「石巻市ハイスクールカウンセラー配置事業実施要綱等の一部を改正す

る告示」は、原案のとおり決することとしてよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

はい、では異議がありませんので、第３６号議案、第３８号議案及び第３９号議案について

は、原案のとおり可決いたします。 

第４０号議案「学校給食費の改定について」 

○宍戸健悦教育長 第４０号議案「学校給食費の改定について」を議題といたします。 

 併せて、給食センター運営委員会からの答申がありますので説明をお願いします。 

○土田順平学校管理課長 はい、教育長。 

○宍戸健悦教育長 はい、学校管理課長。 

○土田順平学校管理課長 はい、ただいま上程されました第４０号議案「学校給食費の改定に

ついて」御説明を申し上げますので表紙番号１の１８ページを御覧願います。本案は令和６年

度から学校給食費の一食あたりの単価を小学校３１９円、中学校３８２円、幼稚園２６２円に

改定しようとするものでございます。詳細について御説明申し上げますので、別冊２の審議事

項資料の１ページを御覧願います。 

 初めに、②施策等を必要とする背景及び目的でございますが、現在の学校給食費は、児童生

徒の健やかな成長に必要な栄養価を充実させるため、令和２年度決算を基に必要な費用を算定

し、令和４年４月に改定したものでございます。 

 その後、ウクライナの情勢、原油高、円安等の影響により食材価格は大幅に値上がりしてお

り、令和４、５年度については「新型コロナウイルス感染症対応地方創成臨時交付金」を活用

することで学校給食費を値上げすることなく、従来どおり質と量の保たれた学校給食を提供す

ることができましたが、令和６年度については国の財政支援措置が不透明な状況になっていま

す。   

このような物価高の傾向が続きますと、現行の学校給食費では従来どおりの質と量の保たれ

た学校給食を提供することが難しくなりますことから、児童生徒の健やかな成長に必要な栄養

価を維持して安全安心な学校給食を提供するため、保護者から徴収する学校給食費について、

現在の食材の価格に応じた金額に改定するものでございます。 

 続きまして、➂根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性については、記載のとおりと

なっております。 
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 続きまして、④提案に至るまでの経過でございます。現在の学校給食費は令和４年度から改

定を実施しておりまして、小学校が２８６円、中学校３５０円、幼稚園２４０円となっており

ます。令和５年９月２８日に学校給食センター運営委員会に給食費の改定案を諮問いたしまし

て、１０月３日に答申をいただいておる状況でございます。その給食費の改定案を諮問した内

容を⑤主な内容で御説明をさせていただきます。 

 まずは改定案でございますが、小学校につきましては現行の２８６円から３３円を引き上げ

まして３１９円と、中学校につきましては現行の３５０円から３２円を引き上げまして３８２

円、幼稚園につきましては現行の２４０円を２２円引き上げまして２６２円、施行年月日につ

きましては令和６年４月１日でございます。 

 続いて２ページを御覧ください。⑥実施した場合の影響・効果でございます。まずは影響・

効果ですが、第一に栄養価の維持、向上に有効な献立が作成でき、継続して提供できるように

なるということでございます。 

次に改定に伴う保護者負担額ですが、小学校は１食あたり３３円、１月あたり６６０円、１

年あたり５，９４０円の引き上げに、中学校は１食あたり３２円、１月あたり６４０円、１年

あたり５，６００円の引き上げに、幼稚園は１食あたり２２円、１月あたり４４０円、１年あ

たり３，８５０円の引き上げになります。 

続いて市財政への負担についてですが、令和４年度決算額は６億５万２，７７１円となって

おります。ただいま御説明申し上げました改定案を踏まえた令和５年度当初予算案は６億２，

３５４万２９０円となっております。あくまで現段階での試算値で、今後の調整を経て前後し

ていくこともあるということを御承知していただければと存じます。 

続いて⑦他の自治体の施策との比較検討についてですが、４ページに記載の表「県内の学校

給食費の状況」を御覧ください。給食費の実際の保護者負担額の小さい順で記載しています。

網掛けの部分が本市の状況でございます。小学校は現行１３番目が改定後２０番目に、中学校

は現行１４番目が改定後１７番目に、幼稚園は現行４番目が改定後７番目になるということで

ございます。 

 他の自治体の状況を見ると、２番目の東松島市の場合、令和５年度に２５０円から２７５円

に改定をしておりますが、２５円の改定差額は東松島市が負担し、実際の給食費については２

５０円とし保護者の負担が据え置かれております。１８番目の大崎市の例を申し上げますと、

令和５年度に２９８円から３２８円に改定をしておりますが、３０円の改定差額は大崎市が負

担し、実際の給食費については２９８円とし、保護者の負担が据え置かれております。中学校

では、白石市において同じような状況になっております。 

 続きまして、２ページの⑧番今後の予定及び施行予定年月日でございますけれども、令和６

年２月の第１回市議会定例会に新給食費により歳入予算を計上し、３月中旬に保護者に給食費

の改定内容を説明し、４月１日から新しい学校給食費で運用開始という流れになります。 

最後に、資料の３ページの令和６年度学校給食費についての答申につきまして、御説明いた

します。下記のところから読み上げますけれども、学校給食の質と量を維持するため学校給食

費の改定はやむを得ないものと理解するが、現在の経済情勢を踏まえると、保護者に負担を求

められる状況にはないことから、市の財政状況が厳しい中ではあるものの保護者負担額を据え
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置きなどとすることが適当であり、市が学校給食費の保護者負担軽減について検討することが

望ましい。なお、学校給食費の改定に当たっては、保護者へ丁寧な説明を行うよう留意された

いとの要望についても受けているところでございます。 

 学校給食費の改定はやむを得ないものと理解するとの答申をいただきましたことから、保護

者から徴収する金額につきまして、現在の食材価格に応じて改定することとし、学校給食費の

改定について提案するものでございます。以上でございます。よろしく御審議賜りますようお

願い申し上げます。 

○宍戸健悦教育長 はい、それではただいまの説明に対する御質問ございませんか。 

○大和千恵委員 はい。 

○宍戸健悦教育長 はい、大和委員さん。 

○大和千恵委員 はい、別冊２の１ページの背景のところで、令和６年度については国の財政

支援措置が不透明な状況となっているとの記載がありますが、支援があった場合でも値上げを

するのか教えてください。 

○宍戸健悦教育長 はい、学校管理課長。 

○土田順平学校管理課長 はい、お答えいたします。先ほど御説明申し上げましたとおり、他

市を確認しますと、改定を実施した後で差額を市が負担することで保護者の負担額を据え置く

状況がございます。 

改定後の差額分については、安易に保護者に負担を求める状況ではないと考えており、市が

負担し保護者の負担にはならないよう、進めていきたいと考えております。   

来年度の当初予算編成に向けて政策企画課や財政課などと調整をいたしまして、学校給食費

の保護者の負担軽減の実施に向けて、取り組んでいきたいと考えています。 

国の交付金が決定すれば、それを十分に活用したいと考えておりますし、国の交付金がなく

ても、市の政策の判断として一般財源で対応できるよう、調整を進めていきたいと考えており

ます。以上です。 

○大和千恵委員 ありがとうございます。 

○宍戸健悦教育長 よろしいでしょうか。 

○大和千恵委員 はい。 

○鈴木憲事務局長 はい、教育長。 

○宍戸健悦教育長 はい、事務局長。 

○鈴木憲事務局長 はい、ただいま学校管理課長が申し上げたとおりでございますけれども、

今、臨時国会が開かれておりまして、経済対策で補正予算が上程されています。新聞等を見ま

すと、地方への交付金がメニューとして入っているとの報道がございますので、当初予算を編

成するまでに補正予算の詳細が判明し、基礎自治体に通知がくるかどうか分からないところは

ありますが、一旦は一般財源で措置するため予算要求をさせていただいて、後日、国からの交

付金が明らかになった時点で、その交付金で財源を構成するという振替を行い、保護者の方々

への不安、負担も増加させないようにし、市の財政への影響も最小化するよう、国の財源措置

を上手く活用して対応していきたいと考えております。 

ただ、この給食費の値上げに対する保護者負担を軽減する措置につきましては、令和６年度
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単年度での対応との判断になるということでございまして、７年度につきましては、別途判断

することになると思います。 

１年経過し経済情勢が好転し家計負担も軽減されてくる可能性もございますし、あるいはそ

の逆の可能性もあります。その時点で対応を考えるということございますので、よろしくお願

いいたします。以上です。 

○宍戸健悦教育長 急激な物価の上昇などに伴い、学校給食費は上げざるを得ない。しかし、

厳しい経済状況の中において、各家庭に対し学校給食費をこれまで以上に負担していただくこ

とは非常に厳しいという答申も出ております。 

交付金が使える場合には交付金を使う、交付金がない場合は市で何とか工面してもらうよう、

これから決めていきたいと考えておりますので、まずは、給食費の改定について認めていただ

きたいと考えているところでございます。 

ではそのほか確認、質問ございませんか。よろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

○宍戸健悦教育長 それではないようでしたら、第４０号議案「学校給食費の改定について」

は原案のとおり決することとしてよろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

○宍戸健悦教育長 はい。異議がありませんので、第４０号議案については原案のとおり可決

いたします。 

 その他 

 審議事項を終了し、その他に入ります。 

 はじめに委員の皆さんから何かございませんか。よろしいですか。 

○宍戸健悦教育長 はい。梶谷委員さん。 

○梶谷美智子委員 はい。今年度の夏季休業中の学校のプール開放についてです。昨年度に引

き続き今年度も猛暑のためプール開放は非常に厳しい状況だったのではないかと思います。 

学校の行き帰りや、プールに入っている時も熱中症の危険があるという話も聞きますし、学

校のプール開放の在り方について、検討していく必要があるのではないのかと思います。 

○宍戸健悦教育長 はい。これについては、いかがですか。 

○宍戸健悦教育長 はい。学校教育課長。 

○福田光一学校教育課長 コロナでここ数年プール開放の日数が狭まっていたところに、今年

は猛暑の影響も加わり、大体計画の６割程度の実施状況だったと思われます。中学校では部活

動も今年は十分できず、打開策が見つからない状況です。プールは夏休み期間の開放だけでな

く、授業での使用も確保する必要があり、地域の室内プールの利活用についても検討していか

なければならないと考えていますが、今のところ具体的な方策は見つかっていない状況です。 

○宍戸健悦教育長 学校によっては実施日数を減らす、あるいは午前中だけ開放するなど、そ

れぞれ工夫していたようですが、熱中症対策が大変であったという状況でございます。  

今後のプールの在り方について、考えていく必要があると思います。各学校に一つずつ設置

しなければならないものか、屋内プールを充実させなければならないのかなど、長期的な展望

に立って考えていかなければならないと思います。例えば、室内プールの場合は利用可能期間
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が相対的に長くとれるので、教育課程においても夏休み近辺だけではなく柔軟に考えることが

できます。また、他の市町村では一か所のプールを複数の学校が使うということも行っていま

すので、今後研究を進め、在り方について考えていきたいと思います。 

 ほかに委員の皆さんからございませんか。よろしいですか。 

 それでは、各課長の皆さんから何かございませんか。よろしいでしょうか。 

（発言する者なし。） 

○宍戸健悦教育長 では、ないようでしたら、次回の定例会の日程についてお願いします。 

○成澤和彦教育総務課長補佐 次回、１１月の定例会につきましては、１１月２２日水曜日午

後１時３０分から開催する予定でございます。場所は、本日と同じ会場の市役所４階庁議室で

開催いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○宍戸健悦教育長 日程についてはよろしいですか。 

（発言する者なし。） 

○宍戸健悦教育長 それでは以上をもちまして本日の定例会を終了いたします。ありがとう

ございました。 

午後３時１３分  閉会 

教 育 長 宍 戸 健 悦 

署名委員 阿 部 邦 英 

 


